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 ２．公共施設等の全体最適化に向けた取組の推進 

公共サービス・施設等の規模の適正化等による公共施設等の全体

最適化を図ることで、未来を見据えた最適な公共サービスの提供を

めざします。 

本市の公共施設等の多くは昭和40～50年代の人口急増期に建設

され、老朽化が進んでおり、その維持・更新等に多額の費用が必要

と見込まれます。一方、今後、人口減少・少子高齢化の進行等によ

る税収の減少や扶助費の増大等から、公共施設等の維持・更新等に

係る財源の確保は、より一層困難になることが予測されます。 

市民の安全確保のためには保有または管理する公共施設等の維

持・更新等が必要不可欠であり、社会情勢の変化に伴う新たな公共

サービスに対応する財源を確保することが重要です。 

このため、公共サービス・施設等の規模の適正化、公共施設等の効

率的な施設管理及び有効活用による公共施設等の全体最適化を図る

ことで、未来を見据えた最適な公共サービスの提供をめざします。 

 

【主な事業】 

●公立保育園耐震改修事業 ●学童保育事業 ●児童発達支

援センター整備事業 ●障害福祉サービス事業所整備事業 

●学校適正配置検討事業 ●阿蘇・米本地域小中学校の適正

配置事業 ●学校施設長寿命化計画策定事業 ●中学校屋内

運動場大規模改造事業 ●中学校屋内運動場天井等改修事業 

●（仮称）学校給食センター東八千代調理場整備事業 ●公

民館耐震診断事業 ●東消防署移転・建設整備事業 ●公共

施設マネジメント事業 

 

 ３．新川及びその周辺の一体的な活用 

新川を中心とした周辺地区の水と緑の空間を、人と人、人と自然の

ふれあいの場として新川及びその周辺の一体的な活用を図ります。 

新川及びその周辺の水と緑の空間は、四季折々の風情を楽しませて

くれるとともに、人々に潤いとやすらぎを与えており、都市化の進展

に伴い、ますますシンボル的な存在としての役割が増しています。 

これまで、市民の交流、生涯学習、スポーツ・レクリエーション

等の場として整備を進めてまいりましたが、今後も、この水と緑の

貴重な空間を本市の重要な観光資源として活かすとともに、市域全

体のコミュニティエリアとしての価値を高めることが重要です。 

このため、水と緑豊かな原風景を活かしつつ、点在する各種施設

の有機的連携や近隣自治体との地域間連携等も視野に入れた、新川

周辺の一体的な活用を図ります。 

 

【主な事業】 

●県立八千代広域公園整備の促進 ●観光資源発掘・活用事業 

●地域活性化観光づくり事業 ●地域間連携推進事業 

 

 

 

 

 ４．超高齢社会への対応 

高齢者が、住み慣れた地域で、いきいきと安心して暮らすために

必要な環境を整えるとともに生活を支えるサービスの提供に努め

ます。 

急速な高齢者人口の増加による超高齢社会を迎える中、将来減少

が見込まれる労働人口の確保や技術の継承などが課題となってお

り、元気な高齢者の労働力は重要性を増しています。 

高齢者の知識と経験を活かした就労機会の確保、地域社会の支え

手として活躍できる場の提供や生涯学習の充実による学びなど、生

きがいを持って、住み慣れた地域で安心して自立した生活を送るた

めの環境を整備することが重要です。 

このため、高齢者が、生きがいを持って暮らせる環境を整備する

とともに、安心して地域で生活するために必要な保健・医療・福祉

サービスの提供に努めます。 

 

【主な事業】 

●生きがい対策事業 ●在宅福祉サービス事業 ●高齢者外

出支援事業 ●介護保険事業計画策定事業 ●生活支援体制

整備事業 ●認知症総合支援事業 ●在宅医療・介護連携推

進事業 ●介護保険施設整備費補助事業 ●鉄道駅バリアフ

リー化設備整備補助事業 ●ノンステップバス導入助成事業 

●住生活基本計画策定事業 
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 ５．安心・安全が目に見えるまちづくりの推進 

市民・地域・行政・警察・消防等関係機関の連携・協力のもと、

市民が安心して安全に暮らせる地域社会をめざします。 

東日本大震災などの大規模地震や台風、集中豪雨等による大規模

自然災害が多く発生しています。また、都市化による情報化の進展

及び生活様式の多様化を背景に、安全が脅かされる事件や事故も多

発しています。 

安心して安全に暮らすためには、市民一人ひとりが、安心・安全

が目に見えるまちづくりを自らの問題としてとらえ、主体的に関わ

ることが重要です。 

このため、市民・地域・行政・警察・消防等関係機関の連携・協

力のもと、大規模自然災害等の様々な危機を直視したうえで、起き

てはならない最悪の事態に対する事前防災・減災に取組むとともに、

日常生活を脅かす事故及び犯罪を未然に防止するなど、市民が安心

して安全に暮らせる地域社会をめざします。 

 

【主な事業】 

●医療センター整備事業 ●公立保育園耐震改修事業 ●中

学校屋内運動場天井等改修事業 ●防災行政用無線（固定系）

デジタル化再整備事業 ●災害用物資備蓄事業 ●地域排水

整備事業 ●高野川上流排水整備事業 ●準用河川高野川改

修事業 ●勝田川改修事業 ●急傾斜地崩壊対策事業 ●東

消防署移転・建設整備事業 ●消防車両等整備事業 ●防犯

灯設置事業 ●防犯カメラ設置事業 ●交通安全施設整備事

業 ●（仮称）自転車通行帯計画策定事業 ●放置自転車等

対策事業 ●鉄道耐震対策補助事業 ●村上給水場施設改良

事業 ●災害時応急給水用機材整備事業 ●配水管等改良事業 

●雨水管渠整備事業 ●木造住宅耐震診断等助成事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６．地球環境にやさしい暮らしの推進 

多くの環境問題が、私たち一人ひとりの日常生活や事業活動に伴

う環境への負荷が大きな要因であることから、地球環境にやさしい

暮らしを推進します。 

今日、地球温暖化問題をはじめ、酸性雨、有害廃棄物の越境移動、

海洋汚染や生物多様性の喪失等、地球規模でさまざまな環境問題が

深刻化しています。 

その原因や解決策は一人ひとりの日常生活や事業活動に直結し

ており、環境への負荷が少ない循環型社会の構築など、地域に根ざ

した対策を進めることが重要です。 

このため、環境にやさしいライフスタイルへの転換、再生可能エ

ネルギー・省エネルギーの推進・奨励など、次の世代に良好な環境

や資源を引き継ぐことのできる、地球環境にやさしい暮らしを推進

します。 

 

【主な事業】 

●高度処理型合併処理浄化槽設置事業 ●住宅用省エネルギ

ー設備設置事業 ●焼却炉施設基幹的設備改良事業 ●リサ

イクル推進事業 ●西八千代北部特定土地区画整理事業地内

近隣公園建設事業 ●八千代台北子供の森用地取得事業 ●

勝田市民の森用地取得事業 

 

 

 ７．共生と自立によるまちづくりの推進 

市民と行政が互いにパートナーとして支え合いながら、共生と自

立によるまちづくりを推進します。 

少子高齢化の進行や男女共同参画社会の形成に伴い、近年、「公

共」の守備範囲が拡大しており、地域コミュニティや市民活動団体

など公共サービスの提供主体となり得る多様な主体が自ら地域の

課題を発見し、解決することのできる仕組みを作っていくことが求

められています。 

このため、市民の自主的なコミュニティ活動を促進するとともに、

まちづくりの担い手となる人材の発掘と育成に努めるなど、市民と

行政が互いにパートナーとして支え合うまちづくりを推進します。 

 

【主な事業】 

●在宅医療・介護連携推進事業 ●自主防犯組織支援事業 

●地域活性化観光づくり事業 ●コミュニティ推進事業 ●

八千代台地域活性化人づくりまちづくり事業 

 

 

  





















▶ 15 

 

 ４．大和田地域 

国道296号の慢性的な交通渋滞の解消や、地域の主要な生活道路

について人優先の安全を重視した整備を図るとともに、既成市街地

における公共施設の老朽化に対応した施設整備を進めます。 

また、文化・スポーツ施設が集積する文化及びレクリェーション

の中心的役割を担う地域として、人・自然・文化がふれあう地域づ

くりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

■主な事業 

●医療センター整備事業 ●小中学校校舎トイレ改修事業 ●

小中学校校舎空調設備設置事業 ●公民館耐震診断事業 ●鉄

道駅バリアフリー化設備整備補助事業 ●県立八千代広域公園

整備の促進 ●大和田駅北口地区まちづくり事業 

 

 ５．高津・緑が丘地域 

土地区画整理事業などの活用により、緑豊かで計画的な市街地形

成を図るとともに、都市計画道路の整備を促進し国道296号の交通

渋滞を解消するなど、交通環境の改善に努めます。 

また、商業の振興、地域内に残る緑地などを活かした歩行空間等

の形成による自然環境の保全に努め、人が集まり賑わいのある地域

づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

■主な事業 

●中学校屋内運動場天井等改修事業 ●小中学校校舎トイレ改

修事業 ●小中学校校舎空調設備設置事業 ●公民館耐震診断

事業 ●都市計画道路３・４・１号新木戸上高野原線整備事業 

●都市計画道路８・７・２号西八千代向山線整備事業 ●西八千

代北部特定土地区画整理事業地内近隣公園建設事業 ●西八千

代配水管及び送水管布設事業 ●西八千代北部特定土地区画整

理事業の換地処分に伴う住所変更事業 ●西八千代北部特定土

地区画整理事業 

 

 ６．八千代台地域 

地域の中心となる八千代台駅周辺の商業地域において、商店街の

活性化を図るとともに、これに隣接する住宅地においては、既存の

都市基盤の機能維持に努めます。 

また、高齢者にやさしい歩行空間の確保のため、道路のバリアフ

リー化を促進するとともに、市民の森や子供の森など市街地におい

ての貴重な緑の維持・保全を図るなど、快適な都市空間の創造に向

けた地域づくりを進めます。 

そのほか、統廃合により廃校

となった旧八千代台東第二小

学校の利活用を検討します。 

 

 

 

■主な事業 

●中学校屋内運動場大規模改造事業 ●小中学校校舎トイレ改

修事業 ●小中学校校舎空調設備設置事業 ●都市計画道路

３・４・６号八千代台花輪線整備事業 ●都市計画道路３・４・

１２号八千代台南勝田台線整備事業 ●八千代台北子供の森用

地取得事業 ●長寿命化対策事業 ●八千代台地域活性化人づ

くりまちづくり事業 

 

 

 ７．勝田台地域 

計画的に整備された住宅地について、今後とも良好な住環境とし

て維持・保全するとともに、勝田台駅を中心とした商業地域におい

て、商店街の活性化を図ります。 

さらに、これに隣接する住宅地においては、既存の都市基盤の機

能維持に努めます。 

また、地域南部の田園風景が

守られるよう市街化を抑制す

るなど、ゆとりある住宅と自然

環境が調和した地域づくりを

進めます。 

 

 

 

■主な事業 

●小中学校校舎トイレ改修事業 ●小中学校校舎空調設備設置

事業 ●公民館耐震診断事業 ●高野川上流排水整備事業 ●

準用河川高野川改修事業 ●勝田川改修事業 ●放置自転車等

対策事業 ●勝田市民の森用地取得事業 
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